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Ⅰ 事業の概要 Ⅱ ダムの諸元

　岩屋ダムは、木曽川水系の洪水調節の一翼を担い、かんがい用水、水道用水及び工業用水の需要に

応じて必要量を供給するとともに、水力発電（中部電力株式会社）を行う総合開発事業です。

　昭和44年12月に建設省から水資源開発公団が事業を承継。ダム工事は中部電力株式会社に委託して

昭和51年度に完成。昭和52年度から水資源開発公団（平成15年10月から「独立行政法人水資源機構」

に改称）が管理を行っています。

　管理開始後は、洪水調節、用水の供給、発電に所定の機能を発揮するとともに、要請に応じて利水

量の変更、貯砂ダムの建設、湖面利用の促進など、時代の変化に対応した管理を行っています。

　岩屋ダムのある馬瀬川は、高山市清見町楢谷せせらぎ街道西ウレ峠付近に源を発し、竜ヶ峰や

川上岳から流れ下る清流を合わせ、岩屋ダム貯水池で弓掛川と合流します。

　岩屋ダムには、ダム上流域の馬瀬川・弓掛川（直接流域：264.9km2）のほか、中呂導水（トンネ

ル）を経由して飛騨川（間接流域：770.0km2）の水も流れ込みます。

　岩屋ダムに貯えられた水は、馬瀬川、飛騨川を流れ下って電気を生み出し、また中濃地域を潤

し、美濃加茂市と可児市にまたがる今渡ダム貯水池で木曽川と合流します。さらに木曽川を流れ

下り、岐阜・愛知・三重の各地を潤して伊勢湾に注ぎます。

位                 置  ：  岐阜県下呂市金山町卯野原及び乙原

河　  川 　 名  :  木曽川水系馬瀬川

型                  式  ：  傾斜土質遮水壁型ロックフィルダム

ダム天端標高  ：  標高428.0m

堤    　　　高  ：  127.5m

堤 　頂     長  :  366.0m

堤 　頂     幅  :  10.0m

堤 　体 　積  ：  5,780,000m3

計画洪水流量  ：  2,400m3/s

位　　　　置  ： 岐阜県下呂市金山町及び下呂市馬瀬

流 域 面 積  ：（直接）264.9 km2

　　　　　　   （間接）770.0 km2

総貯水容量  ：   173,500,000m3

有効貯水容量  ：   150,000,000m3

堆 砂 容 量  ：      13,800,000m3

死 水 容 量  ：        9,700,000m3      

洪水調節容量  ：     50,000,000m3

利水発電容量  ：  100,000,000m3 

（利 水 容 量  ：    61,900,000m3）

湛 水 面 積  ：  4.26 km2（標高424.0m）

計画等の経緯

ダムの諸元

貯水池の諸元

昭和13年7月　　　　　　台風と梅雨前線により木曽三川で洪水。特に木曽川で被害甚大
昭和31年　　　　　　　 通商産業省及び中部電力による水力開発調査が開始
昭和34年9月26日　　　　伊勢湾台風襲来
昭和35年8月13日　　　　台風12号襲来、金山橋が冠水するなど金山町に大きな被害
昭和36年9月16日　　　　第二室戸台風襲来
昭和39年5月　　　　　　利水と発電の総合開発計画として貯水容量１億m3のダム計画
昭和40年6月25日　　　　木曽川水系が水資源開発水系に指定される
昭和43年10月15日　　　 水資源開発基本計画で1億5千万m3の多目的ダム計画が決定
昭和44年12月17日　　　 事業実施計画が建設大臣に認可される
昭和44年12月25日　　　 建設省から水資源開発公団に事業承継
昭和46年1月18日　　　　金山町関係者との補償基準協定の調印
昭和46年5月17日　　　　馬瀬村関係者との補償基準協定の調印
昭和48年9月10日　　　　付替県道供用開始
昭和48年10月30日　　　 転流開始（馬瀬川の流れを仮排水路に切替）
昭和48年11月2日　　　　起工式
昭和49年2月20日　　　　堤体盛立開始
昭和49年7月24日　　　　定礎式
昭和50年11月30日　　　 堤体盛立完了
昭和51年10月15日　　　 試験湛水開始
昭和51年11月23日　　　 洪水時満水位に到達
昭和52年3月31日　　　　施設管理計画が建設大臣に認可される
昭和52年4月1日　　　　 岩屋ダム管理運用開始
昭和58年9月　　　　　　美濃加茂水害。放流量を0m3/sに減量（特別防災操作）
昭和62年度　　　　　　 ダム周辺環境整備事業（～平成11年度）
平成元年　　　　　　　 馬瀬川貯砂ダム完成
平成2年9月20日　　　　 台風19号にともなう洪水調節（1,021m3/s→147m3/s）
平成6年　　　　　　　　列島渇水。岩屋ダム貯水量が0%に
平成9年　　　　　　　　弓掛川貯砂ダム完成
平成9年3月10日　　　　 工業用水の一部を水道用水に転用
平成15年7月24日　　　　岩屋ダム湖面利用協議会　発足
平成15年10月1日　　　　水資源開発公団から独立行政法人水資源機構に改称
平成16年10月20日　　　 台風23号にともなう洪水調節（1,449m3/s→300m3/s）
平成20年2月22日　　　　岐阜中流地区取水開始
平成21年10月14日　　　 工業用水の一部を水道用水に転用（暫定措置～H27）
平成26年8月17日　　　　前線による洪水（1,078m3/s→351m3/s）
平成27年2月16日　　　　八百津町取水開始。平成21年からの暫定転用終了
平成30年7月8日　　　　 平成30年7月豪雨による洪水調節（1,390m3/s→945m3/s）
    ※洪水調節は岩屋ダムへの流入量が1,000m3/sを超えるもののみ記載しています。

いわ や いわ や ま　 ぜ

ゆ　がけかお れ
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Ⅲ ダムの構造
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■平面図

ダム堤体 ■標準断面図

■縦断面図

■選択取水塔側面図
選択取水設備
取　水　塔：底部側方取水及び表面取水
型　　　式：鉛直多段式ローラーゲート
放　流　管：２条（発電用）
　　　　　  （１条に利水放流管が接属）
最大取水量：335m3/s

利水放流用設備
■利水放流用ゲート
型　　　式：ジェットフローゲート
　　　　　  直径1.86m　１門
最大放流量：83.11m3/s

洪水放流用設備
■クレストゲート
型　　　式：ラジアルゲート
　　　　　  高さ18.31ｍ×幅10.90ｍ　２門
最大放流量：4,000m3/s

■洪水吐水路
型　　　式：開水路式
越流頂標高：406.80m
水　　　路：延長364.33m　水路幅21.81m～13.50m
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ダム

 木曽川の河川整備基本方針では、犬山地点における基本高水を19,500m3/sと設定され、これより

上流にあるダム等の洪水調節施設により6,000m3/sを調節、犬山地点から木曽川河口までの木曽川

で13,500m3/sを流下させる計画となっています。

 岩屋ダムでは、岩屋ダムに流れ込む計画高水流量2,400m3/sのうち2,100m3/sをダムに貯め込み、

300m3/sに調節して放流する計画です。こうした洪水を貯め込むために、岩屋ダムでは5,000万m3の

洪水調節容量を確保しています。

1．洪水調節

■岩屋ダム洪水調節計画図

　岩屋ダムに水を貯え必要なときに流すこ

とにより、木曽川及び飛騨川沿川（岐阜

県、愛知県、三重県）の農業用水、水道用

水、工業用水として合わせて最大毎秒

45.69m3/sの水を新たに使うことができる

ようになりました。

2．新規利水の供給

　岩屋ダムにある馬瀬川第一発電所（中部電力）では、最大使用水量335m3/sを利用して最大出力

288,000kWの電力を生み出すことができます。放流先の馬瀬川第二ダムにある馬瀬川第二発電所

（最大使用水量113m3/s）では、岩屋ダムからの放流水を再調節しつつ最大出力66,400kWの電力を生

み出すことができます。また、電力に余裕のあるときは、馬瀬川第二ダムから岩屋ダムに水を汲み

上げ、電気エネルギーを位置エネルギーに変換して蓄える揚水式発電も行います。

　この揚水式発電を行うための斜流形ポンプ水車は1基あたり14万9,000kWで、斜流形ポンプ水車の

出力としては世界最大です。

3．発電

補給地区

愛 知 県

岐 阜 県

三 重 県

名古屋市

計

6.13

6.13

13.52

12.19

8.00

11.94

45.69

計水道用水農業用水

7.22

1.73

1.00

11.94

21.93

6.30

4.33

7.00

17.63

工業用水

■岩屋ダム貯水容量配分図
標高427.5ｍ 洪水時最高水位

　　　　  標高 424.0ｍ

最低水位
標高 366.0ｍ

標高 300.0ｍ基礎岩盤

平常時最高貯水位
　　　　標高 411.0ｍ

洪水調節容量
50,000,000m3

堆砂および死水容量
23,500,000m3

  発電・利水容量
  100,000,000m3

（うち利水 61,900,000m3）

ダム高さ
127.5ｍ

13ｍ

45ｍ

66ｍ

1,000

2,000

3,000

0

流量（m3/s）

2,400m3/s

計画放流量300m3/s

計画洪水波形（流入量）

調節量
（ダムに貯め込む量）

■木曽川上流ダム群による洪水調節（m3/s）

岩屋ダム

調
節
前

調
節
後

味噌川ダム

新丸山ダム

阿木川ダム

650

850

120
50

7,100

4,600

調節前19,500
調節後13,500

2,400
300

飛
騨
川

 

馬
瀬
川

木
曽
川

■新規利水の内訳

時間

犬山地点

（単位 m3/s）

注：農業用水及び水道用水は最大供給量を示す。

Ⅳ ダムの目的

八百津町 0.040.04

岐阜 県

愛知 県

岐阜 県
三重 県

名古屋市

八百津町

愛知 県

岐阜 県

三重 県

水道

用水21.93
m3/s

工業

用水

農業

用水

17.63
m3/s

6.13
m3/s

45.69
m3/s 水道

用水21.93
m3/s

工業

用水

農業

用水

17.63
m3/s

6.13
m3/s

45.69
m3/s



Ⅵ ダムの管理業務

　ダムの管理業務を大別すると、高水管理、低水管理及び施

設管理に分けられます。

　それぞれの操作や点検は施設管理規程などに基づいて実施

しています。

貯水池巡視

パラボラアンテナ

無線機 水位観測所

水質調査

浸透量測定（監査廊内）

操作卓

11IWAYA DAM10

高水管理

施設管理

低水管理

■各施設の整備、点検

■維持・修繕の工事

■データの検証、整理、報告

■水質等の環境調査

■堤体の挙動観測

■貯水池周辺の巡視

■管理事務

■涉外業務

■気象・水象データの収集・提供

■関係機関との協議・調整

■補給量等の放流操作

■気象・水象データ収集・解析

■ダム流入量の予測

■放流設備等の点検
関係機関への通報

下流巡視及び警報

放　流　開　始

洪　水　調　節

終　　　　　　了

馬瀬川貯砂ダム

管理
設備

1

2

■通信連絡設備
　多重無線設備
　テレメータ設備
　データ伝送設置 他

■警報設備
　放流警報設備
　警報局

■監視設備
　CCTV設備

■電気設備
　受電設備
　予備発電装置

■船舶その他
　巡視船・作業船
　警報車
　エレベータ設備
　流木止め設備

■貯砂ダム
　馬瀬川貯砂ダム
　弓掛川貯砂ダム

■観測設備
　堤体観測設備
　雨量観測設備
　水位観測設備
　水質観測設備

■制御設備
　ダム諸量制御処理装置

洪水時の流水管理
平常時の流水管理

施設の維持・修繕
貯水池の保全 など

3

操作室

流木止め（網場）
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Ⅶ ダムの管理施設

41256

岩屋ダム

馬瀬川第二ダム

馬
瀬
川
貯
砂
ダ
ム

7

6

5
4

2

1

3

8

至岐阜

飛騨金山駅

下
呂
駅

金山

水晶山中継局

水屋平

渡

下沓部

東沓部

上沓部
広瀬

岩屋ダム管理所

西村局

弓掛局

数河局

カオレ局

楢谷局

日出雲局

岩瀬

中原

祖師野1

宮上
祖師野2

谷合

地蔵堂

舟野
藤後野

奥金山

和
良
川

飛
騨
川

弓
掛
川

馬
瀬
川

Ｊ
Ｒ
高
山
本
線

弓掛川
貯砂ダム

至高山

ダム管理所、制御局
雨量観測局
雨雪量観測局
水位計
濁度、水温計
サイレン、スピーカ警報局
スピーカ警報局
スピーカ有線子局
無線中継局

■凡例

西村ダム

岩屋ダム貯水池の堆砂対策として、

貯水池の機能の維持を目的に貯水池

上流端部の２箇所に貯砂ダムを設置

しています。

弓掛川貯砂ダム

馬瀬川貯砂ダム

雨量観測局1 管理所3

岩屋ダム（洪水吐）4 警報看板5

合流点（警報区間終点）8

馬
瀬
川

飛
騨
川

完　　成：平成2年3月
堤 頂 長：88.1ｍ
高　　さ：10.6ｍ
越流標高：標高410.6m
貯砂容量：170,000m3

完　　成：平成9年3月
堤 頂 長：82.0ｍ
高　　さ：9.5ｍ
越流標高：標高415.0m
貯砂容量：79,000m3

魚道延長：94.1ｍ

取水塔

弓掛水質計2

放流警報局6

東沓部水位計7
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岩屋ダム展示館ダム湖周辺の環境整備　　　　　　　　Ⅷ

Iwaya
Area

Unohara Area
Yugake Area

Shirahata
Area

弓掛地区

白畑地区

岩屋地区

卯野原地区

馬瀬川
貯砂ダム

西村ダム

岩屋ダム

憩いの広場

憩いの広場

至金山

柏谷橋

岩屋ダム
展示館

細越橋

狭間橋

馬瀬大橋

東仙峡金山湖

馬瀬川

弓掛川

日影橋県道下山～名丸線

県
道
金
山
～
明
宝
線

弓掛川貯砂ダム

押洞橋

　ダム貯水池（東仙峡金山湖）畔の「岩屋ダム展示館」を一般公開しています。館内には、岩屋

ダムの工事完成までの経過や、ダムの概要目的などを展示するとともに、水資源の重要性を理解

して頂くため、写真やパネルで説明しています。

入場無料

開館時間  8:30-17:00　

　岩屋ダムは、近郊に飛騨木曽川国定公園、下呂温泉、せせらぎ街道等の観光地を控え、四季

折々自然とのふれあいを求めて多くの人が訪れます。

　ダム貯水池周辺の自然環境を利用して、ハイキング、魚釣りや景観等を楽しめる場所を整備

する、「ダム湖活用環境整備事業」を国土交通省（旧建設省）より受託し整備しました。

カタクリ

ササユリ


